
 

 

【
私
の
一
冊
】 

『
オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
傑
作
選
』 

大
津
栄
一
郎
／
訳 

 

（
岩
波
文
庫
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
口 

一 
 

 

私
に
「
読
書
の
喜
び
」
を
教
え
て
く
れ
た
著
者
の
ひ
と
り
が
、
短
編
小
説
の
名
手
、
O
・
ヘ
ン
リ
ー
だ
っ
た
。「
全
短
編
２
７
２
編
の

う
ち
か
ら
傑
作
２０
選
を
選
ん
だ
」
と
銘
打
っ
た
の
が
、
こ
の
岩
波
文
庫
版
の
「
傑
作
選
」
で
あ
る
。
初
版
が
１
９
７
１
年
で
、
手
元
に

あ
る
の
は
第
71
刷
ま
で
版
を
重
ね
て
い
る
の
で
、「
古
典
的
名
著
」
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。 

 

最
初
に
O
・
ヘ
ン
リ
ー
の
作
品
に
触
れ
た
の
は
中
学
生
の
頃
、「
二
十
年
後
」
が
英
語
の
教
科
書
の
題
材
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
親

友
ふ
た
り
が
「
二
十
年
後
に
会
お
う
」
と
い
う
約
束
を
果
た
し
た
そ
の
瞬
間
、
彼
我
の
二
十
年
間
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
た
そ
の
ユ
ー

モ
ア
と
プ
ロ
ッ
ト
に
う
な
っ
た
こ
と
を
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
費
用
を
捻
出
し
よ
う
と
「
大
切
な
も
の
」
を
そ
れ
ぞ
れ
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
カ
ッ
プ
ル
を
描
い
た
「
賢
者
の

贈
り
物
」
▽
い
つ
も
の
客
に
淡
い
恋
心
を
抱
い
た
パ
ン
屋
の
店
主
の
好
意
が
悲
劇
を
招
い
た
「
古
パ
ン
」
▽
病
弱
の
女
性
に
生
き
る
気
力

を
取
り
戻
さ
せ
た
老
画
家
の
傑
作
「
最
後
の
一
葉
」―

―

な
ど
の
文
字
通
り
「
傑
作
選
」
を
読
み
あ
さ
っ
た
。 

な
か
で
も
気
に
入
っ
て
い
る
名
作
が
「
改
心
」
だ
。 

金
庫
破
り
の
心
変
わ
り
が
自
ら
の
幸
福
に
つ
な
が
る
か
に
思
え
た
そ
の
時
、
危
機
が
襲
い
、
ま
た
金
庫
破
り
に
戻
っ
て
危
機
を
脱
す
る
。

代
償
と
し
て
幸
福
を
失
い
か
け
た
が
、
そ
の
行
為
は
別
の
人
物
の
心
変
わ
り
も
誘
発
し
て
い
た―

―

「
改
心
」
が
招
く
「
改
心
」
で
物
語

は
終
わ
り
、
何
度
読
ん
で
も
鮮
や
か
で
、
さ
わ
や
か
で
、
余
韻
が
残
る
読
後
感
を
楽
し
め
る
。 

 

訳
者
に
よ
る
解
説
に
よ
る
と
、O
・
ヘ
ン
リ
ー
の
短
編
が
な
か
で
も
愛
読
さ
れ
た
国
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
旧
ソ
連
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
最
も
多
産
だ
っ
た
１
９
０
４
年
～
05
年
に
か
け
て
書
い
た
全
て
の
作
品
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
必
ず

し
も
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ろ
苦
さ
が
残
る
作
品
も
多
い
。
し
か
し
大
都
会
を
舞
台
に
人
生
の
喜
怒
哀
楽
を
取
り

上
げ
た
そ
の
筆
致
は
、
訳
者
い
わ
く
「
悪
漢
や
詐
欺
師
を
描
く
筆
に
い
ち
ば
ん
よ
く
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
現
代
の
病
患
を
知
ら
ぬ
、

温
か
い
、
優
し
い
眼
で
」
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、「
人
生
に
な
に
か
を
求
め
て
得
ら
れ
な
い
で
悲
し
ん
で
い
る
者
に
は
、
彼
の
作

品
は
か
な
ら
ず
そ
の
な
に
か
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
。
同
感
だ
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
は
生
き
る
に
値
す
る
す
ば
ら
し
い
物
語
が
あ
る
。
久
し
ぶ
り
に
読
み
返
し
た
「
傑
作
選
」
は
、
改
め
て
そ
ん
な
こ

と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
毎
日
新
聞
熊
本
支
局
長
） 
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２
０
２
４
年
度
活
動
の
ご
案
内(

会
員
募
集) 

 
 
 
 

（
２
０
２
４
年
４
月
～
２
０
２
５
年
３
月
） 

  

熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会
は
、「
子
ど
も
に
お
は

な
し
を 

本
の
た
の
し
み
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
４
月

よ
り
41
年
目
の
活
動
を
始
め
ま
す
。
開
講
講
座
か
ら

始
ま
る
講
座
活
動
に
加
え
、
本
年
度
は
古
代
・
中
世
日

本
文
学
研
究
者
の
森
正
人
さ
ん
を
講
師
に
「
日
本
の
昔

ば
な
し
を
読
む
」
と
題
し
た
３
回
連
続
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
本
講
座
で
は
、
会
員
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
も
行
い
ま
す
。
子
ど
も
と
大
人
の
読
書
会
、
グ
リ
ム

童
話
の
魅
力
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
に
加
え
、

事
務
所
に
併
設
す
る
「
び
わ
の
木
文
庫
」
で
は
、
蔵
書

の
貸
し
出
し
と
読
書
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
び
わ
の
木
」
の
活
動
も
継
続
し
ま
す
。

隔
月
（
奇
数
月
）
で
会
報
「
子
ど
も
の
本
」
を
発
行
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
発
信
し
ま
す
。 

 

活
動
の
具
体
的
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。
詳
細
及

び
日
程
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
会
報
及
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

２
０
２
４
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
会
員
と
し
て
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
お
仲
間
を
お
誘
い
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

１ 

読
書
推
進
事
業 

 

①
開
講
講
座 

日 

時 

４
月
24
日(

水) 

10
時
～
12
時 

会 

場 

熊
本
市
立
図
書
館
集
会
室 

今
年
度
の
活
動
紹
介
と
「
お
は
な
し
会
を
は
じ
め
る
と

き
に
」
の
ミ
ニ
講
座
が
あ
り
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
も

無
料
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

②
【
公
開
】
連
続
講
座
「
日
本
の
昔
ば
な
し
を
読
む
」 

講 

師 

森 

正
人
さ
ん 

（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
、
尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短
期

大
学
部
名
誉
教
授
、
熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会
会

員
・
理
事
、
古
代
・
中
世
日
本
文
学
研
究
者
） 

日 

時 

第
１
回 

６
月
19
日(

水) 

第
２
回 

７
月
17
日(

水) 

第
３
回 

９
月
18
日(

水) 

い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30
分 

会 

場 
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
会
議
室
９ 

 

参
加
費 

会
員 
無
料 

非
会
員 
３
回
通
し
１
０
０
０
円 

※
会
員
に
限
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
・
ア
ー
カ
イ
ブ
視
聴
可 

 

③
【
公
開
】
お
は
な
し
会
と
小
道
具
製
作 

講 

師 

田
口
祐
子
さ
ん 

（
お
は
な
し
の
会
ク
レ
ヨ
ン
代
表
、
福
岡
県
大
牟
田

市
在
住
） 

日 

時 

８
月
４
日
（
日
） 

10
時
～
11
時
30
分 

お
は
な
し
会 

13
時
30
分
～
15
時  

小
道
具
製
作 

会 

場 

熊
本
市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル 

第
３
・
４
会
議
室 

参
加
費 

会
員
無
料
／
非
会
員
８
０
０
円
（ 

午
前
、

午
後
い
ず
れ
か
片
方
の
み
５
０
０
円
） 

 

④
企
画
講
座 

会
場
は
す
べ
て
熊
本
市
立
図
書
館(

予
定) 

５
月
15
日(

水) 

10
時
～
12
時 

テ
ー
マ 

連
続
講
座
事
前
学
習
会
「
ね
ず
み
の
す
も
う
」 

10
月
16
日(

水) 

10
時
～
12
時 

テ
ー
マ 

紙
芝
居
を
楽
し
も
う 

11
月
20
日(

水) 

10
時
～
12
時 

テ
ー
マ 

児
童
書
『
虫
の
お
知
ら
せ
』
を
読
む 

12
月
18
日(

水) 

10
時
～
12
時 

テ
ー
マ
『
初
茜
』
に
学
ぶ
① 

「
私
の
絵
本
づ
く
り 

赤
羽
末
吉
」 

２
０
２
５
年
１
月
15
日(

水) 

10
時
～
12
時 

テ
ー
マ 

夢
へ
挑
戦
す
る
少
年
少
女
を
描
い
た
絵
本 

２
月
19
日(

水) 

10
時
～
12
時 

テ
ー
マ 

わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
う
♪ 

 

⑤
閉
講
講
座 

今
年
度
を
振
り
返
っ
て 

３
月
12
日(

水) 

10
時
～
12
時 

 

会
場 

熊
本
市
立
図
書
館(

予
定) 
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⑥
研
究
会
活
動
検
討
会(

オ
ン
ラ
イ
ン) 

 
研
究
会
で
実
施
す
る
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
、

新
規
活
動
の
企
画
を
し
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
も
参
加

で
き
ま
す
（
要
事
前
登
録
）。 

 

偶
数
月
の
日
曜
日
の
10
時
～
12
時
開
催 

４ 

月
14
日
、
６
月
９
日
、
８
月
18
日
、 

10
月
６
日
、
12
月
８
日
、
２
月
９
日 

 

⑦
グ
リ
ム
童
話
の
魅
力(

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座)

（
２
回
） 

会
員
の
竹
内
識
晃
さ
ん
が
グ
リ
ム
童
話
の
お
話
を

毎
回
１
話
取
り
上
げ
、
様
々
な
読
み
方
を
紹
介
し
ま
す
。

お
話
に
関
連
し
た
各
国
の
類
話
や
絵
本
も
取
り
上
げ
、

グ
リ
ム
童
話
の
魅
力
に
触
れ
る
講
座
で
す
。 

 

⑧
子
ど
も
と
大
人
の
読
書
会(

オ
ン
ラ
イ
ン)

（
４
回
） 

 

小
学
生
、
中
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
本
を
、
大
人

(

会
員)

も
読
ん
で
一
緒
に
感
想
を
語
り
合
い
ま
す
。
年

代
、
経
験
等
に
よ
る
感
じ
方
の
違
い
を
知
る
刺
激
的
な

時
間
で
す
。 

 

⑨
び
わ
の
木
文
庫
活
動 

 

毎
月
１
回
程
度
オ
ー
プ
ン
し
、
児
童
書
（
蔵
書
約
５

０
０
０
冊
）
の
貸
し
出
し
、
読
書
相
談
を
行
い
ま
す
。 

 

２ 

子
ど
も
の
健
全
育
成
事
業 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
） 

 

左
記
団
体
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
お
は
な
し
会
を

開
催
し
ま
す
。 

 

熊
本
市
立
図
書
館
、
熊
本
県
立
図
書
館
、 

 

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
支
援
学
校
（
小
・
中
学
部
） 

 

熊
本
支
援
学
校
、
そ
の
他
小
学
校
、
児
童
館
等 

※
ご
依
頼
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

３ 

出
版
・
販
売
事
業（
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

①
会
報
の
発
行
（
隔
月
刊
） 

 

５
月
18
日
、
７
月
20
日
、
９
月
21
日
、
11
月
16
日
、

２
０
２
５
年
１
月
18
日
、
３
月
22
日
の
６
回
発
行
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
郵
送
希
望
の
会
員
の

方
に
は
郵
送
も
し
ま
す
。 

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供 

 

会
報
及
び
個
別
活
動
に
関
す
る
情
報
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
掲
載
し
ま
す
。
会
員
専
用
の
「
会
員
の
広
場
」
で

は
、
各
活
動
の
よ
り
詳
細
な
記
録
や
ア
ー
カ
イ
ブ
し
た

講
座
記
録
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

４ 

ふ
る
さ
と
く
ま
も
と
応
援
寄
附
金 

(

ふ
る
さ
と
納
税)

で
の
ご
支
援
の
お
願
い 

 

熊
本
県
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
際
の
使
い
道
と
し

て
、
当
研
究
会
の
活
動
支
援
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
い
た
だ
い
た
寄
付
は
、
公
開
講
座
の

開
催
な
ど
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
熊
本
県
へ
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
際
に
、
是
非
ご
検
討
願
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
す
る
際
の
支
援
団
体
指
定
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

５ 

年
会
費
（
２
０
２
４
年
４
月
～
２
０
２
５
年
３
月
） 

 

正
会
員
（
個
人
） 

： 
 

４
０
０
０
円 

 

賛
助
会
員
（
団
体
）：  

１
０
０
０
０
円 

 

ご
寄
付
で
の
ご
支
援
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
入
会
及
び
ご
寄
付
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
口
座
宛

に
お
振
込
み
願
い
ま
す
。 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

口
座
番
号
：
０
１
９
２
０-

４-

１
２
１
１  

口
座
名 

：
熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会 

 

振
込
の
際
、
通
信
欄
に
以
下
を
記
載
く
だ
さ
い
。 

①
氏
名
、
②
電
話
番
号
、
③
住
所
、
④
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
、
⑤
備
考
（
会
報
の
郵
送
希
望
な
ど
） 

 

ご
質
問
等
は
、
左
記
宛
に
お
願
い
し
ま
す
。 

メ
ー
ル
：member@kodomonohon.org 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
横
田 

真
） 
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◆
講
座
報
告 

テ
ー
マ 

「
昔
話
は
お
も
し
ろ
い
！
」 

日 

時 
 

１
月
18
日(

水)

10
時
〜
12
時 

会 

場 
 

熊
本
市
民
会
館 

シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル
会
議
室 

参
加
者 

 

10
名 

担 

当 
 

辻 

由
美 

●
「
花
咲
か
爺
」
の
お
話
に
つ
い
て 

お
話
が
成
立
し
た
の
は
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期

と
い
わ
れ
て
い
る
。
長
く
語
り
継
が
れ
て
き
た
話
だ
が
、

日
本
国
内
で
も
色
々
内
容
が
違
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
婆
が
川
か
ら
拾
っ
た
香
箱
に
子
犬
が
入
っ
て

い
た
り
、
流
れ
て
き
た
柿
の
実
や
、
赤
い
小
箱
等
か
ら

子
犬
が
現
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
爺
が
仕

掛
け
た
雑
魚
取
り
用
の
か
ご
に
犬
が
入
っ
て
い
た
り
、

最
初
か
ら
爺
婆
が
飼
っ
て
い
た
り
と
い
う
設
定
も
あ

る
。
こ
の
犬
が
隣
の
爺
に
殺
さ
れ
、
良
い
爺
が
墓
印
に

植
え
た
木
で
作
っ
た
臼
で
餅
を
つ
く
と
小
判
が
溢
れ

出
る
と
い
う
話
、
ま
た
は
、
墓
印
の
木
が
大
き
く
育
ち

不
思
議
な
実
が
な
り
、
そ
れ
ら
か
ら
金
銀
財
宝
が
落
ち

て
く
る
と
い
う
話
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
北
地
方
を
中

心
に
、
撒
い
た
灰
が
花
を
咲
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
灰

が
雁
の
目
に
入
り
大
量
の
雁
を
手
に
入
れ
る
「
雁
取
り

爺
」
と
い
う
話
も
あ
る
。
中
国
四
国
九
州
の
一
部
で
は
、

墓
印
に
植
え
ら
れ
た
竹
や
木
が
天
ま
で
伸
び
て
天
の

金
蔵
を
突
き
破
る
話
も
あ
る
。 

 

「
花
咲
か
爺
」
の
題
名
は
、
江
戸
時
代
後
半
に
「
赤

本
」
で
「
枯
れ
木
に
花
咲
か
せ
爺
」
が
掲
載
さ
れ
て
か

ら
広
ま
っ
て
い
っ
た
。「
赤
本
」
は
、
当
時
お
正
月
の

お
年
玉
と
し
て
子
ど
も
向
け
に
売
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

頃
か
ら
文
章
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
東
北
地
方
で

伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
の
類
の
話
は
、
語
り
手
は
「
犬
こ

む
か
し
」
と
か
「
く
い
ご
こ(

子
犬
の
幼
児
語)

む
か
し
」

と
い
う
題
名
で
語
る
こ
と
が
多
い
。 

●
「
隣
の
爺
」
型 

「
花
咲
か
爺
」「
こ
ぶ
と
り
爺
」「
に
ぎ
り
め
し
こ
ろ

こ
ろ
」
等
、
正
直
者
が
恵
み
を
得
て
、
そ
れ
を
真
似
る

欲
深
い
隣
人
は
、
必
ず
失
敗
す
る
。
こ
れ
は
日
本
特
有

の
形
式
で
、
海
外
で
は
兄
弟
葛
藤
型
が
一
般
的
で
あ
る
。 

※
参
考
文
献
『
日
本
昔
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
稲
田
浩
二
・

稲
田
和
子
編
（
三
省
堂
）
／
『
子
ど
も
に
語
る
日
本
の
昔

話
②
』
稲
田
和
子
・
筒
井
悦
子
著
（
こ
ぐ
ま
社
） 

●
昔
話
を
楽
し
む 

▪︎
「
屁
っ
た
れ
嫁
さ
ん
」（『
み
ち
の
く
民
話
ま
ん
だ
ら
』

小
野
和
子
作
／
北
燈
社
よ
り
）
語
り 
黒
田
真
由
美 

・「
重
箱
ば
ば
さ
ん
」（『
続
・
菊
池
む
か
し
む
か
し
』

菊
池
市
高
齢
者
大
学
編
／
第
一
法
規
出
版
よ
り
） 

読
み
手 

辻 

由
美 

 
 
 

（
報
告 

辻 

由
美
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
参
加
者
か
ら
〉
松
谷
み
よ
子
の
『
山
お
と
こ
の
て
ぶ

く
ろ
』（
ほ
る
ぷ
出
版
）
で
山
お
と
こ
が
「
嘘
つ
か
な

い
嫁
っ
こ
ほ
し
か
っ
た
」
と
言
う
と
こ
ろ
が
好
き
▼
熊

本
の
昔
話
で
雁
回
山
が
舞
台
の
「
九
十
九
の
谷
」
の
そ

の
後
の
話
を
母
が
語
っ
て
く
れ
た
▼
『
日
本
の
む
か
し

ば
な
し
』（
の
ら
書
店
）
に
も
「
花
さ
か
じ
い
」
が
載

っ
て
い
る
。
瀬
田
貞
二
の
文
は
丁
寧
▼
昔
話
は
「
次

は
？
」「
次
は
？
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
進
む
の
で
、

子
ど
も
た
ち
は
引
き
込
ま
れ
る
▼
「
花
咲
か
爺
」
に
絞

っ
て
様
々
な
解
説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

▼
お
婆
さ
ん
か
ら
昔
話
を
聞
い
て
育
っ
た
体
験
は
う

ら
や
ま
し
い
▼
「
屁
っ
た
れ
嫁
さ
ん
」
は
単
純
に
笑
っ

て
聞
く
が
、
お
話
に
込
め
ら
れ
た
辛
い
立
場
に
い
た
人

た
ち
の
思
い
に
深
く
う
な
ず
く
▼
昔
話
は
現
代
に
も

通
じ
る
。
生
き
る
力
を
子
ど
も
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る

▼
『
さ
る
じ
ぞ
う
ほ
い
ほ
い
』（
ポ
プ
ラ
社
）
な
ど
、

最
後
に
い
い
人
が
勝
つ
お
話
は
心
地
い
い
▼
益
城
に

あ
る
左
の
目
神
社
に
伝
わ
っ
て
い
る
お
話
に
生
き
る

知
恵
を
感
じ
た
▼
「
昔
々…

」
と
始
め
る
と
子
ど
も
た

ち
が
集
中
す
る
。
語
り
は
特
別
な
空
間
▼
昔
話
か
ら
生

き
て
い
く
上
で
の
教
訓
を
学
び
、
自
分
の
行
動
原
理
に

な
っ
て
い
る
気
が
す
る
▼
昔
参
加
し
た
「
昔
話
を
楽
し

む
九
州
沖
縄
交
流
会
」「
く
ま
も
と
お
話
の
交
流
会
」

で
全
国
や
九
州
の
語
り
手
た
ち
の
語
り
を
聞
い
た
。 
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〈
堀
畑
真
紀
子
さ
ん
よ
り
解
説
と
感
想
〉 

「
花
咲
か
爺
」
と
「
屁
っ
た
れ
嫁
さ
ん
」
の
共
通
点

は
、
犬
と
屁
と
い
う
異
能
、
特
別
な
力
に
よ
っ
て
至
福

が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
同
時
に
、「
屁
っ
た

れ
嫁
さ
ん
」
は
、
異
能
と
い
う
神
威
が
笑
話
に
な
っ
て

い
く
こ
と
に
気
づ
い
た
。「
屁
っ
た
れ
嫁
さ
ん
」
は
、

元
々
『
日
本
霊
異
記
』
と
い
う
平
安
初
期
の
仏
教
説
話

の
「
力
女
」
と
い
う
話
か
ら
来
て
い
る
（
稲
田
浩
二
）。

強
い
力
が
屁
に
変
わ
り
、
笑
話
に
な
っ
た
。
子
ど
も
に

語
る
と
き
に
一
斉
に
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
捉

え
る
説
が
あ
る
。
神
威
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
興
味

深
い
。
一
方
、「
花
咲
か
爺
」
に
は
、
人
間
と
し
て
の

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
隣
の
爺
さ
ん
が
い
る
。
隣
の
爺

さ
ん
は
、
知
恵
が
な
く
、
真
似
ば
か
り
し
て
結
局
ダ
メ

に
な
る
。
意
地
悪
で
欲
深
い
。
人
間
の
心
を
表
し
て
い

る
。
し
か
し
、
善
良
な
爺
さ
ん
だ
け
で
は
物
語
は
発
展

し
な
い
。
隣
の
爺
さ
ん
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
例
え
ば
、

一
寸
法
師
の
ず
る
賢
さ
と
も
い
え
る
知
恵
で
生
き
抜

く
力
へ
と
展
開
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 

昔
話
の
こ
と
を
辿
っ
て
い
る
と
、「
幼
い
頃
の
こ
と

を
思
い
出
す
」
と
い
う
参
加
者
の
言
葉
に
、
現
代
の
機

器
か
ら
少
し
離
れ
て
い
た
時
代
の
ゆ
っ
く
り
と
流
れ

る
時
間
を
感
じ
た
。 

 
 
 

（
報
告 

木
村
一
惠
） 

◆
講
座
報
告  

幼
い
子
と
楽
し
む
絵
本 

 

０
歳
、
１
歳
児
の
絵
本  

日 

時 
 

２
月
21
日
（
水
）
10
時
～
12
時  

会 

場 
 

熊
本
市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム 

夢
ホ
ー
ル
第
１
会
議
室   

参
加
者 

 

11
名   

担 

当 
 

古
上
美
智
代   

  ○
松
居
直
『
絵
本
の
よ
ろ
こ
び
』
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
よ
り  

「
情
愛
の
こ
も
っ
た
声
の
言
葉
が
赤
ち
ゃ
ん
の
気

持
ち
を
目
覚
め
さ
せ
、
心
を
育
て
ま
す
。
人
間
の
想
像

力
も
こ
の
延
長
上
に
芽
生
え
ま
す
。
親
に
絵
本
を
読
ん

で
も
ら
う
こ
と
は
〝
共
に
居
る
〟
と
い
う
こ
と
。
親
と

子
は
言
葉
を
共
有
し
、
歓
び
を
分
か
ち
合
い
、
お
互
い

を
受
け
入
れ
ま
す
。
こ
の
体
験
は
子
ど
も
に
生
き
る
力

を
与
え
、
同
時
に
絵
本
を
読
む
親
に
も
生
き
が
い
感
と

歓
び
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
ま
す
」  

２
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
が
『
三
び
き
の
や
ぎ
の
が

ら
が
ら
ど
ん
』（
福
音
館
書
店
）
に
喜
ん
だ
例
を
紹
介
。   

○
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト   

１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
０
歳
児
健

診
で
絵
本
を
渡
す
運
動
。
日
本
に
は
２
０
０
０
年
に
紹

介
さ
れ
た
。
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
介
し
て
心

ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を
持
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
。   

○
絵
本
の
選
び
方   

＊
絵
が
大
き
く
色
合
い
が
は
っ
き
り
し
た
も
の  

＊
言
葉
に
リ
ズ
ム
が
あ
る
も
の  

＊
く
り
返
し
が
あ
る
も
の  

＊
そ
の
子
が
興
味
・
関
心
を
持
つ
も
の   

（
そ
れ
ぞ
れ
に
絵
本
を
紹
介
）   

０
歳
、
１
歳
児
の
場
合
は
季
節
や
行
事
に
こ
だ
わ
る

よ
り
も
、
乳
児
の
基
本
的
な
生
活
を
中
心
と
し
た
絵
本

選
び
を
優
先
し
、
季
節
感
は
わ
ら
べ
う
た
や
童
謡
で
楽

し
む
の
も
よ
い
。  

○
遊
び
に
つ
な
が
る
絵
本
（
お
は
な
し
会
で
は
読
ん
だ

あ
と
親
子
遊
び
を
す
る
）  

・
『
ぺ
ん
ぎ
ん
た
い
そ
う
』
齋
藤
槙 

作
（
福
音
館
書

店
）  

・
『
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
』
う
ち
だ
り
ん
た
ろ
う
・

な
が
の
ひ
で
こ
作
（
童
心
社
）  

・『
ぴ
ょ
ー
ん
』
ま
つ
お
か
た
つ
ひ
で
作
（
ポ
プ
ラ
社
）  

・
『
あ
か
ち
ゃ
ん
た
い
そ
う
』
鈴
木
ま
も
る
作
（
小
峰

書
店
）  

○
わ
ら
べ
う
た
絵
本   

佐
々
木
宏
子
『
母
の
ひ
ろ
ば
６
５
２
号
』
（
童
心
社
）

よ
り  
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「
言
葉
の
な
か
に
う
め
こ
ま
れ
て
い
る
リ
ズ
ム
や

メ
ロ
デ
ィ
を
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
声
で
よ
み
が
え

ら
せ
、
と
も
に
体
を
動
か
し
、
表
情
を
や
り
と
り
し
な

が
ら
、
描
か
れ
た
絵
を
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
イ

メ
ー
ジ
の
世
界
で
動
か
し
完
成
し
ま
す
。
読
み
方
、
歌

い
方
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
〝
わ
が
家
流
〟
で
、
赤

ち
ゃ
ん
時
代
の
貴
重
な
一
冊
と
し
て
完
成
さ
せ
て
く

だ
さ
い
」   

○
童
謡
な
ど
の
う
た
絵
本  

幼
い
日
に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
歌
を
口
ず
さ
む
と
、
そ

の
時
の
情
景
や
そ
の
人
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
絵
本
を

読
ん
で
も
ら
っ
た
時
と
同
じ
。
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん

の
声
で
歌
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
報
告 

古
上
美
智
代
） 

〈
参
加
者
の
感
想
〉  

 

『
ど
う
ぶ
つ
の
お
や
こ
』(

福
音
館
書
店)

は
、
背
景

を
省
い
た
リ
ア
ル
な
絵
が
写
真
と
は
違
っ
て
幼
い
子

に
印
象
付
け
る
こ
と
を
知
っ
た
▼
子
育
て
サ
ロ
ン
の

若
い
母
子
に
読
む
た
め
の
絵
本
選
び
に
役
立
つ
話
だ

っ
た
▼
ブ
ル
ー
ナ
の
絵
本(

福
音
館
書
店)

に
は
興
味

を
示
さ
ず
、
『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』(

童
心
社)

は
楽

し
ん
だ
。
子
ど
も
の
興
味
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
う
▼

『
ぶ
ー
ぶ
ー
ぶ
ー
』(

福
音
館
書
店)

の
作
者
小
風
さ
ち

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
世
界
を
生
き
て
い
く
赤
ち
ゃ
ん
へ
、

絵
本
が
心
や
精
神
の
糧
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
▼
授
乳
時
わ
ら
べ
う
た
を
よ
く
唄
い
、
子

育
て
を
助
け
ら
れ
た
▼
子
ど
も
が
２
歳
の
頃
、
親
子
で

繰
り
返
し
読
ん
で
い
た
絵
本
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
発

し
て
い
た
▼
お
は
な
し
会
で
、
お
母
さ
ん
に
笑
顔
が
あ

れ
ば
赤
ち
ゃ
ん
も
嬉
し
い
の
だ
と
思
っ
た
▼
絵
本
に

書
か
れ
て
い
る
「
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
」
な
ど
、
「
ち
ゃ
ん
」

付
け
で
読
む
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
▼
作
家
に
著
作
権

が
あ
り
文
の
ま
ま
読
む
べ
き
。
気
に
な
る
言
い
回
し
や

馴
染
め
な
い
本
は
選
ば
な
い
の
も
選
択
肢
の
一
つ
。
そ

の
ま
ま
読
ん
で
も
子
ど
も
は
賢
い
の
で
果
物
を
「
ち
ゃ

ん
」
付
け
で
言
わ
な
い
の
は
年
を
経
て
分
か
る
▼
『
ぐ

り
と
ぐ
ら
』
（
福
音
館
書
店
）
の
歌
は
、
下
手
で
も
節

を
つ
け
て
楽
し
ん
だ
▼
『
ら
っ
こ
ち
ゃ
ん
』(

福
音
館

書
店)
の
「
す
や
す
や
」
の
頁
で
１
歳
児
が
寝
こ
ろ
ん

だ
▼
図
書
館
に
０
歳
児
、
１
歳
児
が
訪
れ
、
親
子
で
音

や
リ
ズ
ム
を
楽
し
め
る
空
間
が
あ
る
▼
乳
幼
児
向
き

の
絵
本
も
学
び
た
い
▼
「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
」
絵
本(

こ

ぐ
ま
社)

や
『
い
た
ず
ら
き
か
ん
し
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
』

(

福
音
館
書
店)

は
、
遊
び
な
が
ら
体
感
し
て
い
た
絵
本

▼
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会
で
は
、
途
中
で
動
い
た
り

声
を
出
し
た
り
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
何
か
一

つ
で
も
お
は
な
し
会
で
赤
ち
ゃ
ん
の
耳
に
残
る
と
い

い
と
思
う
。  

 
 
 
 
 
 
(

報
告 

有
久
賢
治
）  

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座 

第
３
回
「
グ
リ
ム
童
話
の
魅
力
」 

日 

時 

２
月
25
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

講 

師 

竹
内
識
晃
（
東
京
家
政
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
） 

受
講
者 

５
名 

〔
講
師
か
ら
〕 

 

前
回
の
講
座
か
ら
、『
子
ど
も
と
家
庭
の
童
話
集
』

（
通
称
「
グ
リ
ム
童
話
集
」
１
８
５
７
年
）
か
ら
１
話

を
選
び
、
比
較
民
話
学
の
観
点
か
ら
、
話
を
丁
寧
に
読

み
解
き
、
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
今
回
取

り
あ
げ
た
話
は
「
赤
ず
き
ん
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
26
）
で
す
。 

 

昔
話
の
国
際
比
較
で
は
、
Ａ
Ｔ
番
号
／
Ａ
Ｔ
Ｕ
番
号

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
『
昔

話
の
タ
イ
プ
』（
Ａ
Ｔ
）
や
、
Ｈ
・
Ｊ
・
ウ
タ
ー
『
国

際
的
昔
話
の
タ
イ
プ
』（
Ａ
Ｔ
Ｕ
）
の
分
類
番
号
を
知

る
こ
と
で
、
類
話
の
検
索
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

グ
リ
ム
童
話
の
「
赤
ず
き
ん
」
は
Ａ
Ｔ
３
３
３
／
Ａ
Ｔ

Ｕ
３
３
３
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

グ
リ
ム
童
話
に
は
「
赤
ず
き
ん
」
の
話
が
２
話
収
め

ら
れ
て
い
て
、
第
１
の
話
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
赤
ず

き
ん
」
の
話
で
す
。
第
２
の
話
で
は
、
赤
ず
き
ん
は
狼

の
誘
い
に
乗
り
ま
せ
ん
。 

 

グ
リ
ム
原
注
で
は
、
ペ
ロ
ー
と
ロ
マ
ン
派
の
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
テ
ィ
ー
ク
の
童
話
劇
「
小
さ
な
赤
ず
き
ん
の

生
と
死
」（
１
８
０
０
年
）
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
ボ
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ル
テ
／
ポ
リ
フ
カ
『
グ
リ
ム
兄
弟
の
「
子
ど
も
と
家
庭

の
童
話
集
」
注
解
』（
Ｂ
／
Ｐ
と
略
記
）
で
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
「
赤
ず
き
ん
」
バ
ラ
ー
ド
（
物
語
詩
）
の

悲
劇
的
な
結
末
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（
高
木
昌
史
編

著
『
決
定
版
グ
リ
ム
童
話
事
典
』
三
弥
井
書
店
、
２
０

１
７
年
）。「
赤
ず
き
ん
」
の
類
話
は
、
Ｂ
／
Ｐ
に
よ
る

と
「
フ
ラ
ン
ス
に
圧
倒
的
に
多
く
、
他
に
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
タ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
等
に
も
分
布
」（
高
木
、
前

掲
書
）
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
の
「
狼
」
を
、
ヤ
ー
コ

プ
・
グ
リ
ム
の
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』（
高
木
、
前
掲
書
）

か
ら
紹
介
し
、
ド
イ
ツ
の
「
人
狼
（Werwolf

）」
に
つ

い
て
も
触
れ
ま
し
た
。 

 

グ
リ
ム
の
「
赤
ず
き
ん
」
の
類
話
と
し
て
、
シ
ャ
ル

ル
・
ペ
ロ
ー
の
『
過
ぎ
し
昔
の
物
語
な
ら
び
に
教
訓
』

（
通
称
「
ペ
ロ
ー
童
話
集
」
１
６
９
７
年
）
か
ら
、「
赤

ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」（
新
倉
朗
子
訳
『
完
訳
ペ
ロ
ー
童
話

集
』
岩
波
書
店
、
１
９
８
２
年
）
を
読
み
ま
し
た
。 

 

新
倉
朗
子
氏
は
、
ペ
ロ
ー
の
再
話
の
特
徴
と
し
て
、

「
お
ば
あ
さ
ん
に
な
り
す
ま
し
た
狼
と
赤
ず
き
ん
の

会
話
の
巧
み
な
工
夫
」「
決
ま
り
文
句
で
の
古
風
な
単

語
の
使
用
」「
巧
み
に
古
語
を
使
っ
た
『
赤
ず
き
ん
ち

ゃ
ん
』
と
い
う
題
名
の
つ
け
方
」
の
３
つ
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
昔
話
研
究
者
ポ
ー
ル
・
ド

ラ
リ
ュ
が
、「
グ
リ
ム
に
こ
の
話
を
語
っ
た
の
が
フ
ラ

ン
ス
系
の
女
性
で
あ
る
こ
と
、
グ
リ
ム
の
話
以
外
の
伝

承
が
ド
イ
ツ
に
は
な
い
こ
と
な
ど
を
確
か
め
」
た
こ
と

も
紹
介
し
て
い
ま
す
（
新
倉
、
前
掲
書
）。 

 

次
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
話
「
娘
と
狼
」
と
「
お
婆
さ
ん

の
話
」（
樋
口
淳
／
樋
口
仁
枝
編
訳
『
シ
ャ
ル
ル
・
ペ

ロ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
の
民
話
』
民
話
の
森
、
２
０
２
３
年
）

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

「
娘
と
狼
」
は
、
１
８
７
４
年
に
語
ら
れ
た
話
で
す
。

こ
の
話
で
は
、
奉
公
に
出
て
い
た
娘
の
年
季
が
終
わ
り
、

家
に
帰
る
途
中
の
森
で
狼
に
出
会
い
ま
す
。
狼
が
家
に

先
回
り
を
す
る
点
は
同
じ
で
す
が
、
狼
の
犠
牲
と
な
る

の
は
母
親
で
す
。
狼
は
娘
に
母
親
の
肉
を
食
べ
さ
せ
、

ぶ
ど
う
酒
と
し
て
血
を
飲
ま
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

「
お
婆
さ
ん
の
話
」
は
、
１
８
８
５
年
頃
に
語
ら
れ

た
話
で
す
。
こ
の
話
で
は
、
娘
が
出
会
う
の
は
狼
で
は

な
く
、
ブ
ズ
ー
（
狼
人
間
）
で
す
。
娘
が
ブ
ズ
ー
を
騙

し
て
逃
げ
て
し
ま
う
逃
走
譚
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

フ
ラ
ン
ス
で
伝
承
さ
れ
た
２
話
で
は
、
主
人
公
に
名

前
が
な
く
、「
小
さ
な
娘
」
と
し
て
語
ら
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
講
座
で
は
、
グ
リ
ム
童
話
の
「
赤
ず
き
ん
」

を
ペ
ロ
ー
童
話
や
フ
ラ
ン
ス
の
民
話
と
比
較
し
て
み

ま
し
た
。 

 

グ
リ
ム
童
話
で
は
、
通
り
か
か
っ
た
狩
人
が
、
狼
の

腹
を
切
り
開
き
、
赤
ず
き
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
を
救
い
出

す
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
腹
を
切

り
裂
か
れ
る
狼
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
「
狼
と
七
匹
の
子

山
羊
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
５
）
に
も
あ
り
ま
す
。 

 

ペ
ロ
ー
童
話
で
は
、
赤
ず
き
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
を
狼

の
腹
か
ら
救
い
出
す
と
い
う
「
救
済
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ

が
な
く
、
結
末
が
教
訓
と
深
く
結
び
つ
く
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
の
話
は
、『
ペ
ロ
ー
童

話
集
』
の
中
で
「
た
だ
一
つ
の
不
幸
な
結
末
を
持
つ
話

で
あ
り
、
た
だ
一
つ
子
ど
も
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
警

告
の
話
」（
新
倉
、
前
掲
書
）
な
の
で
す
。 

 

「
赤
ず
き
ん
」
の
話
は
、
ペ
ロ
ー
の
再
話
に
よ
り
娘

が
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
と
命
名
さ
れ
、
グ
リ
ム
童
話

で
赤
ず
き
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
救
済
が
語
ら
れ
た
こ

と
で
子
ど
も
向
け
の
話
と
し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
竹
内
識
晃
） 

〔
受
講
者
か
ら
〕 

 

「
赤
ず
き
ん
」
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
に
語
る
楽
し
み
が
増
し
た
▽
ペ
ロ
ー
と
グ
リ

ム
の
「
赤
ず
き
ん
」
の
違
い
が
よ
く
分
か
っ
た
▽
「
口

承
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
、
子
ど
も
に
自
信
を
持
っ
て

絵
本
を
手
渡
せ
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
講
座
の
目
的

に
感
銘
し
た―

―

な
ど
の
感
想
や
質
問
が
尽
き
ず
実

り
多
い
講
座
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
横
田
恵
美
） 
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４
月
～
５
月
の
活
動
・
講
座
・
会
合
の
案
内 

〇
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
び
わ
の
木
」
活
動 

・
４
月
５
日
（
金
）
11
時
～
11
時
半 

 

熊
本
市
立
図
書
館
（
０
歳
・
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
） 

〇
第
１
回
研
究
会
活
動
検
討
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

・
日
時 

４
月
14
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

 

研
究
会
活
動
の
企
画
や
意
見
交
換
を
し
ま
す
。
参
加

希
望
の
方
は
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
４
月
12
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

メ
ー
ル zoom@kodomonohon.org 

〇
開
講
講
座 

・
日
時 

４
月
24
日
（
水
）
10
時
～
12
時 

・
会
場 

熊
本
市
立
図
書
館
集
会
室 

 

今
年
度
の
講
座
と
研
究
会
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

非
会
員
の
方
も
無
料
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

〇
「
日
本
の
昔
ば
な
し
を
読
む
」（
公
開
講
座
）
事
前
学
習
会 

 

・
日
時 

５
月
15
日
（
水
）
10
時
～
12
時 

・
会
場 

熊
本
市
立
図
書
館
集
会
室 

・
課
題
本
「
ね
ず
み
の
す
も
う
」 

★
非
会
員
の
方
は
参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
講
座

名
、
参
加
者
の
お
名
前
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
場
所
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
お
越

し
に
な
る
前
に
必
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

メ
ー
ル 

kouza@kodomonohon.org 

本
は
と
も
だ
ち
！ 

 

３
月
発
行
の
総
合
文
芸
誌
『
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
』

第
46
号
に
、「
熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会
40
年
の

あ
ゆ
み
と
こ
れ
か
ら
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

春
に
「
こ
ど
も
本
の
森 

熊
本
」
が
開
館
す
る
こ
と
に

合
わ
せ
た
特
集
の
中
の
一
つ
で
す
。
40
周
年
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
私
た
ち
の
活
動
を
紹
介
す
る
素
晴
ら

し
い
場
を
与
え
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
本
当
に
幸
運

で
し
た
。
文
化
講
演
会
／
宇
城
の
高
濱
和
夫
会
長
の
ご

紹
介
に
よ
る
も
の
で
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り

が
た
さ
が
、
身
に
沁
み
ま
し
た
。
研
究
会
の
掲
載
記
事

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
が
、
本
特
集
は
、
10

編
の
記
事
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
雑
誌
本
体
も

是
非
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

本
件
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
昨
年
暮
れ
も
押

し
詰
ま
る
時
期
で
し
た
。
理
事
長
は
務
め
て
い
る
も
の

の
、
実
際
の
活
動
に
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
参
加
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
原
稿
作
成
は
、
私
自

身
に
と
っ
て
、
研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
学
ぶ
非

常
に
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
年
末

に
熊
本
に
帰
っ
た
際
に
、「
初
茜
」
の
各
号
、「
み
ん
な

あ
つ
ま
れ
」、「
会
報
」
の
一
部
を
東
京
に
持
っ
て
帰
り
、

そ
れ
ら
を
参
考
に
、
こ
れ
ま
で
の
各
年
度
の
主
要
な
活

動
と
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
お
名
前
を
エ
ク
セ
ル

表
に
書
き
落
と
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
例
会
、
お

は
な
し
会
、
著
名
な
方
々
を
招
い
て
の
公
開
講
演
会
。

さ
ら
に
は
、「
昔
話
を
楽
し
む
九
州
・
沖
縄
交
流
会
」、

「
熊
本
『
お
話
』
の
交
流
会
」
の
立
ち
上
げ
な
ど
な
ど
。

よ
く
ぞ
こ
れ
だ
け
の
活
動
を
実
施
し
て
き
た
も
の
で

す
。
研
究
会
活
動
を
支
え
て
き
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
の
記
事
を
ま
と
め
る
中
で
最
も
感
心
し
た
の

は
、
会
報
「
子
ど
も
の
本
」、
機
関
誌
「
初
茜
」、
情
報

誌
「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
」、
さ
ら
に
は
『
神
話
的
時
間
』

を
は
じ
め
と
す
る
５
冊
の
単
行
本
、
と
い
う
形
で
、
活

動
の
記
録
が
整
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
と
思
う
と
、
記
録
を
残
す
こ
と
の

重
要
性
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
寄
稿
を
き
っ

か
け
に
、
こ
こ
10
年
間
の
活
動
内
容
を
整
理
し
、「
初

茜
」
32
号
の
形
で
残
す
こ
と
で
、
活
動
の
記
録
を
さ

ら
に
つ
な
い
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
横
田 

真
） 

■
編
集
＝
金
子
・
上
林
・
横
田 

《
イ
ラ
ス
ト
》
安
田 

     

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会 

発
行 

〒
８
６
１‐

８
０
２
９ 
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